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5．N－lsopropyl・p・（1231）IOdoamphetamineによる局所脳

　　血流測定

新野　　順　　木下　博史　　伊東　昌子

岩野　文彦　　本保善一郎　　　　（長崎大・放）

　われわれはIMP静注後SPECT像を撮影し，これに

持続動脈採血を併用することにより局所脳血流量の絶対

値を求めた．この際，微小塞栓物質を用いた場合の計算

式を使用した．また133Xe静脈内注入による局所脳血流

値との比較も行った．対象は正常ボランティア8名で男

性7名女性1名，年齢は25歳から56歳までで平均38歳

である．このうち6名では133Xe静脈内注入による局所

脳血流値測定も施行している．

　結果，IMPにより56－77　ml／100　9／min．の局所脳血流

値を得た．6例計24箇所で133Xeによる局所脳血流値

と比較し，有意の相関があった．

6．脳死症例における1231・IMPイメージングの経験
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　脳死の核医学的評価に際して，99mTcO4一によるRI

angiographyの報告はすでに認められているが，1231－

IMPイメージングを応用した報告はみられないようで

ある．われわれはクモ膜下出血後，自発呼吸が停止し神

経学的検査所見，脳波所見等から脳死を疑った56歳の

女性に，99mTcO4－，1231－IMPを用いて脳血流シンチグラ

フィを試みたところ，脳循環の停止したと考えられる所

見が得られ，核医学的検査からも脳死の状態と考えられ

た．このことから1231－IMPイメージングも脳死の判定

に有用な検査法となり得ると考えられたので，それらの

X線像を中心に報告した．

515

象に，心筋シンチグラムでの右室壁描出度，およびslmKr

持続注入法による右室駆出率（RVEF）を検討した．右

室描出度は，肺疾患症例で，肺動脈平均圧との間に有意

の正の相関がみられ，心疾患症例でも同様であった．

81mKr－RVEFは，正常人で50土5％であった．拡張型

心筋症を除く各心疾患，肺疾患でのRVEFの平均値は，

疾患別に有意の差はなかった．心疾患では肺動脈平均圧

上昇に伴いRVEF低下を認めたが，肺疾患では肺動脈

圧が上昇してもRVEFの低下しない症例がみられた．

81mKr－RVEFの運動負荷前後での変化について検討し

た．負荷により正常人では10％以上の上昇がみられる

のに対して，心疾患肺疾患症例では低下ないし10％以

下の上昇であった．

8．心室瘤診断における核医学検査の意義
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　心拡大があり心室瘤が疑われた20例について行った

心プールシンチグラフィ（心プールシンチ），心筋シンチ

グラフィ（心筋シンチ）を再検討し，左心室造影，心電図，

超音波と対比させて心室瘤診断における核医学検査の意

義を検討した．

　左心室造影を最終診断として比較すると，心プールシ

ンチ80％，心筋シンチ45％，心電図75％，超音波60％

と心プールシンチで最も高い正診率を得た．心室瘤の部

位診断は，左心室造影と心プールシンチでは全例一致し

た．また，心筋シンチでも心室瘤の診断が可能な例がみ

られた．

　核医学検査は非侵襲性で心室瘤の診断に有用と思われ

る．

7．慢性肺疾患における右心機能評価
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右心機能評価の目的で，肺疾患26例心疾患90例を対
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